
実施内容 終末期の苦痛緩和に対するミダゾラム注の使用について

対象 終末期の治療抵抗性の苦痛に対し鎮静が必要と判断された患者さん

承認日 2026年2月13日

対象期間 永続的に使用

目的・概要

ミダゾラムは中枢神経系に作用し、催眠作用、鎮静作用、抗不安作用、健

忘作用、抗痙攣作用、筋弛緩作用などを示す薬剤で、麻酔や処置、集中治

療の際に用いられます。

この作用を利用して、改善の見込みがない疾患の終末期における治療抵抗

性の苦痛を軽減するために、静脈内または皮下注射でミダゾラムを持続的

に投与します。

本邦のガイドラインでも、ミダゾラムは終末期の苦痛を薬剤で緩和する際

の第一の選択肢と考えられています（がん患者の治療抵抗性の苦痛と鎮静

に関する基本的な考え方の手引き2023年版）。

診療科 全診療科

使用場所 病棟

使用条件
0.5～1mg/hrで開始し、状態を確認しながら増減します（1日に60 mgま

で増やすことがあります）

予想される不

利益と対策

鎮静に伴う有害事象として、呼吸抑制や血圧低下を認める頻度が多くなる

場合がありますが、適切な観察を行うことで早期に発見し、適切に対応し

ます。

本診療の任意

性と撤回の自

由について

この診療行為へのご協力は、患者さんご自身の自由意思に基づくもので

す。ご不明な点やご心配な点がございましたら、ご遠慮なく下記の連絡先

までお申し出ください。この診療行為を希望されない場合でも不利益を被

ることはありません。なお、添付文書の定める範囲内での使用では安全に

医療を提供できないと医師が判断した場合、再度ご説明させていただく場

合があります。

問い合わせ先
東邦大学医療センター佐倉病院　緩和ケアチーム

電話：043-462-8811（代表）
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